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日
高
市
で
連
想
す
る
も
の
…
現
在
は
巾
着
田
の
曼
珠
沙
華
が
有
名

に
な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
出
世
開
運
の
高
麗
神
社
だ
と
思
い
ま
す
。 

毎
年
、
高
麗
神
社
で
の
初
詣
は
欠
か
し
た
こ
と
が
な
く
、
年
に
何
度
も 

参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
高
麗
郡
建
郡
か
ら
一
三
〇
〇
年
も
の
長
い
間
に
は
、
時
代

と
と
も
に
た
く
さ
ん
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
想
像
い
た
し

ま
す
。
高
麗
氏
系
図
か
ら
も
初
代
の
高
麗
王
若
光
か
ら
現
在
ま
で
の
第

六
十
代
の
文
康
宮
司
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
お
り
、
高
麗
神
社
・
高
麗
家
に
残
る
文
書
や
市
内
に
あ
る
た
く
さ
ん

の
文
化
財
な
ど
か
ら
歴
史
が
紐
解
か
れ
て
い
く
こ
と
に
浪
漫
を
感
じ

ま
す
。 

ま
た
、
文
康
宮
司
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
よ
り
、「
一
般
社
団

法
人
高
麗
一
三
〇
〇
」
の
設
立
か
ら
、
高
麗
浪
漫
学
会
（
現
日
本
高
麗

浪
漫
学
会
）
を
誕
生
さ
せ
、
平
成
二
十
八
年
に
は
先
代
宮
司
の
悲
願
で

あ
っ
た
「
高
麗
郡
建
郡
一
三
〇
〇
年
記
念
事
業
」
を
成
功
に
導
か
れ
た

こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

             

さ
て
、
本
年
日
高
市
は
、
市
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
四
月
か

ら
「
第
六
次
日
高
市
総
合
計
画
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
本
市
の
新
た
な
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
誰
も

が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る 

ふ
れ
あ
い
清
流
文
化
都
市 

日
高
」

の
実
現
に
向
け
て
、
日
高
市
が
一
〇
〇
年
後
、
二
〇
〇
年
後
と
着
実
に 

発
展
す
る
よ
う
、
今
後
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
「
誠
心
誠
意
」
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

高
麗
郡
建
郡
の
新
た
な
一
〇
〇
年
に
向
け
て
活
動
さ
れ
て
い
る
高
麗

神
社
並
び
に
高
麗
神
社
氏
子
会
の
皆
様
方
と
と
も
に
、
日
高
市
の
歴
史

を
作
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
と
ぞ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
九
月
に
は
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
の 

機
会
を
い
た
だ
き
、
高
麗
神
社

へ
の
参
拝
と
高
麗
家
住
宅
の 

視
察
の
後
、
巾
着
田
曼
珠
沙
華

公
園
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
こ
の
上
な
く
名
誉
な
こ
と
で

あ
り
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な

い
記
憶
と
な
り
ま
し
た
。（ 

写
真
下
） 

「
高
麗
神
社
と
日
高
市
」 

日
高
市
長 

谷
ケ
﨑 

照
雄 

巾着田 曼珠沙華公園 

 

 

氏
神
神
社
は
、
自
ら
が
居
住
す
る
地
域
の
氏
神
様
を
お
祀
り
す
る
神
社
で
あ
り
、
こ
の
神
社
の 

鎮
座
す
る
周
辺
の
一
定
地
域
に
居
住
す
る
人
々
を
氏
子
と
言
い
ま
す
。
高
麗
神
社
の
氏
子
区
域

は
、
大
宮
・
高
岡
・
新
井
・
栗
原
南
部
・
栗
原
北
部
・
楡
木
・
本
所
野
口
・
稲
荷
道
・
藤
川
で
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
現
在
約
２
０
０
戸
が
会
に
属
し
、
例
祭
や
獅
子
舞
奉
納
を
始
め
年
間
に
行
わ
れ

る
様
々
な
行
事
へ
の
参
加
や
運
営
を
し
な
が
ら
、
伝
統
文
化
護
持
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

高
麗
神
社 

氏
子
会

《 

青
壮
年
部 

》 

 

高
岡
組 

前
島
永
国 

太
田
部
長
と
同
じ
く
、
日
高
高
麗
は
十
五
年
前

に
妻
の
実
家
が
あ
っ
た
縁
か
ら
終
の
棲
家
と
な
り
ま
し
た
。
鈴
木
八
蔵 

さ
ん
の
隣
家
と
言
え
ば
、
す
ぐ
に
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

私
達 

青
壮
年
部
は
、
Ｏ
Ｂ
会
や
婦
人
部
と
協
力
し
合
い
、
各
お
祭
り
や

盆
踊
り
大
会
の
お
手
伝
い
、
正
月
の
駐
車
場
整
理
ご
奉
仕
等
の
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
最
大
の
使
命
は
、
例
大
祭
で
の
付
け
祭
り
主
催

で
す
。
神
楽
殿
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
芸
や
花
火
、
そ
し
て
豪
華
賞
品
が
当
た
る

大
抽
選
会
を
企
画
し
、
祭
り
ま
で
の
数
日
間
は
、
外
の
獅
子
習
い
の
音
を 

Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
。 

私
達
は
、
皆
仲
良
く
楽
し
く
、
少
し
の
お
酒
と
と
も
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
が
、
近
年
は
部
員
が
少
な
く
大
変
さ
み
し
い
状
況
で
す
の
で
、
氏
子
の 

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

10月 19日 例大祭付祭り 大抽選大会 

神楽殿上 手前の大きな背中が太田 現部長 

例大祭付祭り 大抽選大会の様子 

8時過ぎだが大勢が集まり賑わっている 

 

は
じ
め
ま
し
て
！ 

 

氏
子
会
青
壮
年
部

部
長
の
太
田
文
悟
（
お
お
た 

ぶ
ん
ご
）
と 

前
島
永
国
（
ま
え
し
ま 

ひ
さ
く
に
）
で
す
。 

伝
説
の
青
壮
年
部
長 

石
井 

直
（
い
し
い 

た
だ
し
）
さ
ん
か
ら
次
期
部
長
と
し
て
ど
ち

ら
か
引
き
継
ぐ
よ
う
に
と
言
わ
れ
、
前
部
長

の
働
き
ぶ
り
を
知
る
私
達
は
怯
え
上
が
り
、

終
わ
り
な
き
譲
り
合
い
の
合
戦
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
二
人
で
協
力 

し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
結
論
と
な
り
共
同
部
長
と
な
り
ま
し
た
。
ど
ち

ら
も
部
長
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
私
達
二
人
の
自
己
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。 

大
宮
組 

太
田
文
悟 

生
ま
れ
は
遥
か
彼
方
、
大
阪
の
池
田
と
い
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
縁
あ
っ
て
こ
の
地
に
来
て
十
六
年
、
氏
子
会
青
壮
年
部
へ

と
お
誘
い
頂
き
、
広
く
こ
の
地
域
の
方
々
と
知
り
合
え
た
の
は
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

左：前島 部長  右：太田 部長 

氏
子
会 

活
動
紹
介 

① 
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高
麗
神
社
を
訪
れ
た
人
び
と 

～
皇
族
編
番
外
～ 

天
覧
に
供
し
た
高
麗
氏
系
図 

本
稿
は
三
回
皇
族
王
公
族
の
御
参
拝
を

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
共
に
取
り
上
げ

た
。
皇
族
編
の
最
後
は
「
御
参
拝
」
で
は
な

く
、
皇
族
御
参
拝
の
呼
び
水
と
思
わ
れ
る
出

来
事
で
あ
る
。 

 

高
麗
家
五
十
六
代
大
記
は
文
政
九
年 

（
一
八
二
六
）
に
生
ま
れ
、
嘉
永
二
年 

 

（
一
八
四
九
）
父
明
純
か
ら
大
宮
寺
別
當
職

と
大
宮
社
（
当
時
の
高
麗
神
社
の
呼
称
）
の

祭
祀
を
継
い
だ
。
し
か
し
、
明
治
元
年 

 

（
一
八
六
八
）
新
政
府
に
よ
る
神
仏
判
然
令

発
令
を
機
に
大
宮
寺
を
廃
業
、
復
職
し
て
神

職
と
な
っ
た
。 

ら
ば
『
高
麗
氏
系
図
』
天
覧
に
合
わ
せ
て
の

奏
上
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。 

昭
和
二
十
三
年
六
月
三
日
大
正
天
皇
妃

貞
明
皇
后
は
高
麗
川
駅
頭
よ
り
当
社
を
遥

拝
、
幣
帛
料
を
下
賜
さ
れ
た
。
以
後
、
昭
和

三
十
七
年
三
月
二
十
五
日
に
は
そ
の
御
子

で
あ
ら
せ
ら
れ
る
三
笠
宮
崇
仁
親
王
御
参

拝
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
二
日
に
は
浩
宮 

徳
仁
親
王
（
今
上
陛
下
）
御
参
拝
と
皇
族
の

御
参
拝
が
相
次
ぐ
の
で
あ
る
。 

 

 

明
治
天
皇
は
飯
能
町
に
二
泊
さ
れ
四
月

十
九
日
朝
五
時
御
発
輦
、
こ
の
日
は
阿
須

村
、
黒
須
村
を
経
て
所
沢
に
御
泊
り
で
あ
っ

た
。
こ
の
日
の
『
桜
陰
筆
記
』
に
大
記
は 

 

次
の
よ
う
に
記
し
た
。 

「
宮
ノ
桜
花
十
五
日
ニ
開
き
、 

 

今
日
ハ
色
衰
た
り
」 

の
が
、
当
社
に
伝
わ
る
社
家
高
麗
氏
の
系
譜

を
記
し
た
『
武
蔵
国
高
麗
氏
系
図
』
（
後
、 

『
高
麗
氏
系
図
』
と
記
す
）
で
あ
っ
た
。 

 

大
記
は
十
七
日
「
妻
子
共
一
同
行
幸
拝
ニ

行
」
き
、
二
十
日
に
は
提
出
の
古
物
の
返
却

を
受
け
た
。 

大
正
元
年
十
一
月
十
四
日
大
正
天
皇
は

陸
軍
特
別
大
演
習
統
裁
の
た
め
、
大
本
営
と

な
っ
た
埼
玉
県
立
川
越
中
学
校
（
現
県
立 

川
越
高
校
）
に
着
御
さ
れ
た
。
大
正
天
皇
の

行
幸
に
合
わ
せ
、
大
本
営
に
は
『
高
麗
氏
系

図
』
を
含
む
県
下
物
産
の
数
々
が
並
べ
ら

れ
、
翌
十
五
日
に
は
天
覧
に
供
し
た
。
大
正

元
年
十
一
月
十
七
日
の
国
民
新
聞
は
こ
の

模
様
を
「
連
綿
二
千
年 

知
事
高
麗
村
の
事

蹟
を
奏
上
」
と
題
し
報
じ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
御
前
に
召
さ
れ
た
島
田
剛
太
郎
埼
玉
県

知
事
（
当
時
）
は
高
麗
村
の
成
り
立
ち
を
奏

上
し
、
面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
と
い
う
。
仮 

に 
 

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
十
三
日

に
は
「
（
前
略
）
近
日
飯
能
江
行
幸
ニ
付
、
古

物
類
入
、
天
覧
へ
き
た
め
、
郡
長
よ
り
達
有

之
、
因
テ
神
社
宝
物
鏡
一
面
太
刀
一
口
駒
角

一
本
目
録
付
家
蔵
之
独
古
唐
獅
子
古
筆
般
若

三
巻
目
録
付
今
日
差
出
候
事
」
と
あ
る
。 

 

明
治
天
皇
の
飯
能
行
幸
は
同
年
四
月
十
七
日

～
十
八
日
で
、
陸
軍
演
習
統
裁
の
た
め
で
あ

っ
た
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
戊
辰
戦
争
（
飯
能

戦
争
）
に
よ
り
災
い
を
受
け
た
飯
能
民
心
慰

撫
の
た
め
、
同
地
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。
こ

の
行
幸
で
天
覧
に
供
す
る
た
め
、
高
麗
神
社

及
び
旧
大
宮
寺
の
「
古
物
」
を
提
出
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
日
の
夜
に
は
再
び

高
麗
郡
役
所
か
ら
「
系
図
可
差
出
旨
ニ
付
」

使
い
が
あ
り
、
翌
朝
再
び
飯
能
に
出
向
い
た
。

こ
の
時
追
加
の
要
請
に
よ
り
天
覧
に
供
し
た 

大
記
は
家
督
相
続
か
ら
逝
去
前
日
の 

明
治
三
十
三
年
三
月
一
日
ま
で
五
十
二
年

間
、『
桜
陰
筆
記
』
と
称
す
る
日
記
を
認
め

た
。
後
裔
が
そ
の
日
記
を
め
く
る
と
時
折
、

思
わ
ぬ
「
家
史
」
に
出
会
う
の
で
あ
る
。 

島
田
知
事
が
高
麗
郡
の
歴
史
を
奏
上
し
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
県
下
物
産
品
陳
列
場
に 

並
ぶ
展
示
物
を
ご
案
内
し
た
折
で
あ
ろ
う
。 

ま
し
て
や
高
麗
村
に
つ
い
て
の
ご
説
明
な 

高 麗 大 記 

桜 陰 筆 記 
高 麗 氏 系 図 

（
マ
マ
） 
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地
域
歴
史
散
歩 

【
準
備
に
つ
い
て
】 

大
宮
組
で
は
、
現
在
七
月
後
半
の
日
曜
日
を
「
お
精
進
」
と
定
め
、
組
員

で
幣
束
や
紙
垂
替
え
な
ど
の
作
業
に
あ
た
る
。
高
麗
神
社
の
年
間
行
事
準
備

表
の
七
月
欄
に
は
「
大
宮
組
お
精
進
様
」
と
題
し
た
覚
書
が
あ
る
。
神
社
で

は
左
記
の
物
を
準
備
し
、
行
事
前
に
大
宮
組
へ
と
渡
す
事
に
な
っ
て
い
る
。 

■
七
月 

大
宮
組
お
精
進
様 

 

準
備 

魔
我
除
神
璽 

四
体 

幣
束 

小 

四
体 

 

天
王
様
・
・
・
幣
束
中
一
体
、
幣
束
小
一
体
、
十
六
丁
〆
一
組 

 

石
尊
様
・
・
・
幣
束
小
一
体
、
十
六
丁
〆
一
組 

大宮会館前に祀られて
いる八坂神社 

行事の最後に二拝二拍手
一拝の拝礼を行う 

「
大
宮
組
の
お
精
進
様
」 

 

 

古
く
か
ら
近
郷
の
村
々
で
は
年
に
数
度
「
お
日
待
ち
」
と
称
す
る
行
事
を

お
こ
な
っ
て
き
た
。
日
を
待
つ
と
い
う
の
は
、
神
事
に
際
し
て
身
を
清
め 

慎
み
、
宵
か
ら
日
の
出
に
か
け
て
神
の
訪
れ
を
待
つ
事
に
由
来
す
る
。
故
に

お
日
待
ち
行
事
は
、
元
々
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
飲
食
を

共
に
し
て
過
ご
す
事
で
、
組
の
親
睦
や
結
束
も
深
め
て
き
た
。
テ
レ
ビ
や 

ラ
ジ
オ
な
ど
が
普
及
す
る
以
前
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
交
わ
り
が
住
民
の 

さ
さ
や
か
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
。 

高
麗
神
社
は
、
そ
の
昔
「
大
宮
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
故
に
鎮
座
す
る
地

域
の
小
字
は
今
で
も
大
宮
と
呼
ば
れ
、
住
人
の
集
ま
り
を
大
宮
組
と
称
す

る
。
大
宮
組
で
は
、
七
月
に
恒
例
の
「
お
精
進
」
を
行
っ
て
い
る
。 

お
精
進
は
本
来
仏
教
行
事
で
、
ひ
た
す
ら
仏
道
修
行
に
励
む
事
を
意
味
す

る
が
、
民
間
信
仰
の
中
で
仏
道
の
「
お
精
進
」
と
神
祭
り
を
意
味
す
る 

 

「
お
日
待
ち
」
と
が
融
合
し
、
神
仏
の
御
加
護
を
願
う
事
の
大
意
に
も
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。
故
に
「
お
精
進
様
」
と
い
う
呼
称
も
神
仏
諸
々
の
御
力
の

発
動
を
願
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
大
宮
組
の
お
精
進
は
、
現
在
「
防
ぎ
」 

 

「
天
王
様
」・「
石
尊
様
」
の
三
つ
の
信
仰
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。
古
い

記
録
が
無
い
た
め
、
そ
の
始
ま
り
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
江
戸
時
代

に
も
他
地
域
で
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
古
い
時
代
か
ら
行
わ

れ
て
来
た
と
推
測
で
き
る
。
時
期
に
つ
い
て
も
防
ぎ
は
春
か
ら
夏
の
頃
、
天

王
様
は
京
都 

祇
園
祭
と
同
じ
七
月
、
石
尊
様
は
大
山
阿
夫
利
神
社
の
夏
祭

の
七
月
と
各
地
に
同
様
の
例
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
も

季
節
が
近
い
た
め
だ
ろ
う
。
今
に
至
る
ま
で
様
々
に
変
容
し
た
で
あ
ろ
う

が
、
こ
こ
で
は
現
在 

大
宮
組
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
を
個
々
に
解
説
す
る
。 

お
お
み
や 

し
ょ
う
じ
ん 

し
ょ
う
じ
ん 

【
天
王
様
に
つ
い
て
】 

 

大
宮
会
館
前
の
八
坂
神
社
に
は
、
天
王
様 

 

（
牛
頭
天
王
）
が
祀
ら
れ
、
疫
病
（
伝
染
病
）
を
防

ぐ
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
八
坂
神

社
の
本
は
、
京
都
市
東
山
区
に
鎮
座
す
る
お
宮
で
、

特
に
七
月
の
祇
園
祭
は
、
八
六
九
年
に
疫
病
退
散

を
願
い
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
祓
え
儀
式
や
山
車
、

鉾
、
風
流
踊
が
あ
り
、
そ
の
様
子
は
全
国
の
夏
祭

の
形
式
を
生
み
出
す
源
流
と
さ
れ
て
い
る
。 

大
宮
組
で
は
、
幣
束
や
紙
垂
を
交
換
し
、
他
「
防

ぎ
」
な
ど
の
作
業
を
終
え
た
後
、
集
合
し
て
皆
で

拝
礼
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
宮
会
館
に
て
飲
食

を
し
な
が
ら
懇
親
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

て 

ん 

の 

う 

ご 

ず 

て 

ん 

の 

う 

ぎ
お
ん
ま
つ
り 

は
ら 

や 

さ 

か 

こ
の
日
よ
り
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
に
か
け
て
、
組
の
者
が
順
番
に
数
十
日
間
、

灯
籠
に
明
か
り
を
灯
し
、
お
参
り
す
る
。
灯
す
順
番
は
家
並
順
に
木
の
板
に
記

さ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
大
宮
の
住
人
が
、
大
山
の
石
尊
大
権
現
を
崇
め
、
農

作
物
や
生
活
に
必
要
な
降
雨
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
祈
る
た
め
、
そ
の
信
仰

集
団
で
あ
る
「
講
」
を
形
成
し
、
行
事
を
伝
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。 

石尊灯籠の周りに竹としめ縄
で結界を設ける作業の様子 

石尊灯籠の台座前には小さ
い幣束が差し立てられる 

【
防
ぎ
（
ふ
せ
ぎ
）

に
つ
い
て
】 

 

神
社
の
準
備
表
に
あ
る
「
魔
我
除
神
璽
」
は
、
防
ぎ
と
言
わ
れ
る
災
厄
除
け
、

特
に
疫
病
を
防
ぐ
意
味
で
行
事
に
使
用
す
る
。
大
宮
組
で
は
、
二
メ
ー
ト
ル
程

の
竹
竿
の
上
部
に
幣
束
を
挿
し
、
魔
我
除
神
璽
の
御
札
を
竹
に
く
く
り
付
け

る
。
こ
れ
を
四
組
作
り
、
大
宮
地
区
へ
進
入
す
る
道
の
境
界
、
四
ヶ
所
に
立
て

る
。
御
札
の
中
に
は
、「
猿
田
彦
命
・
八
衢
彦
命
・
八
衢
姫
命
」
の
神
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
三
神
は
、
道
を
司
り
、
境
界
で
災
厄
と
な
る
疫
病
の
侵
入
を
防

ぐ
と
信
仰
さ
れ
て
い
る
。 

大宮地区四ヶ所
に立てる「防ぎ」 

ま 

が 

よ 

け 

し 

ん 

じ 

さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と 

 

や
ち
ま
た
ひ
こ
の
み
こ
と 

や
ち
ま
た
ひ
め
の
み
こ
と 

【
結
び
に
か
え
て
】 

令
和
二
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
各
所
で
行
わ
れ
て
来
た
多
く
の

行
事
が
中
止
や
縮
小
の
難
に
あ
っ
た
。
後
世
へ
伝
え
て
い
く
上
で
、
こ
の
記
録
が
、

少
し
で
も
行
事
振
興
の
力
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

【
石
尊
様
に
つ
い
て
】 

 

石
尊
様
は
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
の

大
山
と
呼
ば
れ
る
標
高
一
二
四
二
メ
ー

ト
ル
の
霊
山
に
由
来
し
、
山
頂
の
霊
石

を
石
尊
大
権
現
と
号
し
て
崇
め
た
事
に

よ
る
も
の
。
山
の
中
腹
に
は
、
大
山
阿
夫

利
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。「
阿
夫
利
」

と
は
、
大
山
の
別
名
で
あ
る
雨
降
り
山

を
意
味
す
る
。
常
に
湿
気
が
立
ち
込
め

雨
を
降
ら
し
て
い
る
事
か
ら
で
あ
り
、

古
来
よ
り
雨
乞
い
信
仰
の
中
心
地
と
し

て
も
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。 

大
宮
組
の
石
尊
様
は
、
高
麗
神
社 

一
ノ
鳥
居
そ
ば
に
立
つ
石
尊
灯
籠
が 

信
仰
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。
行
事
で

は
、
石
灯
籠
の
周
り
に
、
竹
と
し
め
縄
で

結
界
を
設
け
、
台
座
の
前
に
幣
束
を
立

て
る
。 

せ
き
そ
ん
だ
い
ご
ん
げ
ん 

お
お
や
ま 

あ 

ふ 

り 

せ
き
そ
ん 

⑤ 
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写真 1 大宮御宝印札版木 表面 

写真 2 江戸時代の大宮御宝印札 

 

現
在
、
大
宮
御
宝
印
札
（
お
お
み
や
ご
ほ

う
い
ん
ふ
だ
）
は
、
高
麗
神
社
の
祈
年
祭
（
春

の
お
祭
り
）
の
際
に
、
氏
子
の
家
々
に
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
の
社
寺
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
牛
玉
宝
印
（
ご
お
う
ほ
う
い
ん
）
の

一
種
で
す
。 

版
木
と
宝
印 

―
大
宮
御
宝
印
札
の
復
活
― 

 
牛
玉
宝
印
と
は
、
災
厄
除
け
の
御
札
で
、

「
○
○
牛
玉
」
や
「
○
○
宝
印
」
な
ど
と
記

し
て
あ
り
ま
す
。
牛
黄
（
ご
お
う 

牛
の
胆

石
か
ら
精
製
さ
れ
る
薬
）
を
朱
に
混
ぜ
押
印

し
た
こ
と
が
、
牛
玉
と
い
う
名
称
の
由
来
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

カ
ラ
ス
を
図
案
化
し
た
熊
野
三
山
（
熊
野

本
宮
大
社
・
熊
野
那
智
大
社
・
熊
野
速
玉
大

社
）
の
牛
玉
宝
印
は
、
特
に
有
名
で
、
鎌
倉

時
代
以
降
、
裏
面
に
起
請
文
（
き
し
ょ
う
も

ん 

誓
約
書
）
を
書
く
の
に
広
く
用
い
ら
れ 

ま
し
た
。 

 

高
麗
神
社
に
現
存
す
る
版
木
（
写
真
１
）

は
、
江
戸
時
代
の
延
享
年
間
（
一
七
四
四
～

一
七
四
八
）
の
も
の
で
す
。
版
木
の
裏
面
に

は
、「
大
宮
」「
下
高
岡
」「
高
麗
町
」
な
ど
、

配
布
先
の
村
名
と
軒
数
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

高
麗
家
の
幕
末
の
記
録
「
水
鏡
」
に
は
、

三
月
十
五
日
の
大
般
若
経
転
読
の
際
に
、

「
村
役
人
ヨ
リ
家
別
ニ
配
ル
、
小
札
一
枚
・

牛
王
一
枚
ツ
ヽ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
以
降
、
約
百
三
十
年
間
頒
布
さ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
版
木
は
現
存
す
る
も
の
の
、

宝
印
の
種
類
と
押
印
位
置
が
不
明
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

高
麗
家
文
書
の
整
理
で
、
江
戸
時
代
の
大

宮
御
宝
印
札
（
写
真
２
）
が
発
見
さ
れ
、
平

成
十
九
年
か
ら
頒
布
を
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

神
棚
に
安
置
す
る
、
玄
関
や
雨
戸
に
貼

る
、
竹
や
木
の
枝
に
挟
み
田
畑
に
立
て
る
、

な
ど
の
方
法
で
お
祀
り
し
て
下
さ
い
。 

神
社
さ
ん
さ
く 

大
宮
御
宝
印
札
は
、
毎
年
二
月
に
札
場
に
て
頒
布
を

し
て
お
り
ま
す
。 

初
穂
料
・
七
○
○
円 

編 
集 

後 

記 
 

 

担
当
・
保
々 

 

本
紙
編
集
作
業
の
中
で
、
ふ
と
思
っ
た
事
は
、
先

人
達
は
「
待
つ
」
と
い
う
事
を
時
に
有
意
義
に
過
ご

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
日
、
ラ
ジ
オ
で
冒
険

家
の
野
口
健
氏
と 

荻
田
泰
永
氏
の
対
談
が
放
送

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
両
氏
は
、
冒
険
中
に
天
候
で 

足
止
め
と
な
っ
た
際
、
ど
う
し
て
い
る
か
の
問
い
に

「
待
つ
ほ
か
な
い
」
と
答
え
、
更
に
コ
ロ
ナ
に
よ
り 

 

冒
険
が
出
来
な
い
中
で
、
ど
う
し
て
い
る
か
の
問
い

に
は
「
執
筆
や
本
を
読
み
漁
る
な
ど
、
今
出
来
る
事

を
し
て
い
る
。
受
動
で
は
な
く
能
動
的
に
待
っ
て
い

る
」と
答
え
ま
し
た
。
先
人
や
両
氏
に
習
い
、
待
つ
と

い
う
時
間
を
有
効
に
生
か
し
、
明
日
の
歩
み
に
備
え

て
行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

ご
祈
願 

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す 

 

＊
毎
日
８
時
３０
分
～
１７
時
００
分 

（
１
２/

３
１
は
、１
４
：
０
０
ま
で
） 

＊
ご
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

＊
初
宮
詣
・
七
五
三
・
ラ
ン
ド
セ
ル
の
お
祓
い（
３
月
上
旬
～
4
月
上
旬
） 

人
生
儀
礼
各
種
・
商
売
繁
昌
・
厄
除
け
・
方
位
除
け
・
車
お
祓
い 

出
世
開
運
・
病
気
平
癒
・
健
康
祈
願
・
合
格
祈
願
・
心
願
成
就 

 
 

他 

＊
高
麗
神
社
々
務
所 

埼
玉
県
日
高
市
新
堀
８
３
３ 

電
話 

０
４
２
ー
９
８
９
ー
１
４
０
３ 

◆
「

音
声
ガ
イ
ド
」
導
入
の
お
知
ら
せ 

 

当
社
で
は
、
ご
要
望
に
応
じ
て
職
員
に
よ
る
境
内
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り

繁
忙
期
の
対
応
や
外
国
の
方
へ
の
説
明
が
行
え
な
い
事
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
補
助
す
る
為
、

こ
の
た
び
音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
だ
け
で
簡
単
に
神
社
各
所
の
説
明
を
聞
く
事
が
で
き
ま
す
。
日
本
語
の

他
、
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

境内に設置の看板 音声ガイド QR コード 

⑦ ⑧ 


